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電流・磁界プリント 名前

問1 電圧3Vの電源に2つの抵抗器を並列につなぎ、それぞれの抵抗器に流れる電流を500mA端子を用いた電流計で測定しました。一方の抵抗器に流
れる電流が100mA、もう一方の抵抗器に流れる電流が150mAであったとき、150mAの電流が流れている方の抵抗器の抵抗値として正しいもの
はどれですか。 （2021年 福岡公立入試 類似）

1. 20Ω 2. 30Ω 3. 45Ω 4. 50Ω

問2 電熱線に流れる電流の大きさと、電熱線の両端に加わる電圧の関係を調べる実験を行う際、測定器具の接続方法として適切なものはどれですか
。 （2018年 愛媛公立入試 類似）

1. 電流計は電熱線に対して直列につ
なぎ、電圧計は電熱線に対して並列
につなぐ

2. 電流計は電熱線に対して並列につ
なぎ、電圧計は電熱線に対して直列
につなぐ

3. 電流計と電圧計の両方を、電熱線
に対して直列につなぐ

4. 電流計と電圧計の両方を、電熱線
に対して並列につなぐ

問3 電流が1秒間に消費する電気エネルギーの量を何というか。また、その量を表す単位として正しい組み合わせを選びなさい。 （2022年 島根公立入試

類似）

1. 電力（単位：ワット） 2. 電力量（単位：ジュール） 3. 電圧（単位：ボルト） 4. 電流（単位：アンペア）

問4 スタンドに吊るしたばねの先に棒磁石を取り付け、固定されたコイルの真上で磁石が上下に往復運動を繰り返す装置を作成しました。このコイ
ルの両端を検流計につないだとき、検流計の針の動きを説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2014年 東京公立入試 類似）

1. 磁石の動きに合わせて、針が左右
に交互に振れる

2. 磁石が動いている間、針は常に右
側へ大きく振れ続ける

3. 磁石がコイルに近づくときだけ針
が振れ、遠ざかるときは中央で止ま
る

4. 磁界の変化が速すぎるため、針は
中央から全く動かない

問5 同じ電力量を消費する状況において、消費電力の大きな電気器具と、消費電力の小さな電気器具の使用時間を比較したときの説明として正しい
ものはどれか。 （2026年 富山公立入試 類似）

1. 消費電力が小さい器具ほど、同じ
電力量を消費するのに必要な使用時
間は長くなる。

2. 消費電力が大きい器具ほど、同じ
電力量を消費するのに必要な使用時
間は長くなる。

3. 消費電力に関わらず、同じ電力量
を消費していれば使用時間は常に一
定である。

4. 消費電力が半分になると、同じ電
力量を消費するのに必要な使用時間
は4倍になる。

問6 水平な厚紙に垂直に導線を通し、一定の強さの電流を流しました。この導線から3cm離れた地点と6cm離れた地点のそれぞれに方位磁針を置い
たとき、磁針の動きについて正しく述べたものはどれですか。 （2021年 徳島公立入試 類似）

1. 3cm離れた地点の方が、磁針の振
れる角度が大きくなる

2. 6cm離れた地点の方が、磁針の振
れる角度が大きくなる

3. どちらの地点でも、磁針の振れる
角度は同じである

4. 6cm離れた地点では、磁針の向き
が3cmの地点とは反対になる

問7 回路の電圧を測定するために電圧計を使用する際、測定したい豆電球に対して並列に接続する理由として適切な説明はどれですか。 （2026年

岡山公立入試 類似）

1. 電圧計は内部抵抗が非常に大きい
ため、直列につなぐと回路に電流が
ほとんど流れなくなってしまうから
。

2. 電圧計は内部抵抗が非常に小さい
ため、直列につなぐと電圧計に過大
な電流が流れて壊れてしまうから。

3. 電圧計を直列につなぐと、豆電球
に流れる電流の強さが変化してしま
い正確な電圧が測れなくなるから。

4. 電圧計を並列につなぐことで、回
路全体の抵抗を小さくして電流を流
れやすくするため。

問8 コイルの上方から磁石を落として通過させた際、オシロスコープに表示される波形が、ゼロのラインを基準にしてプラス側とマイナス側の両方
に大きく振れる理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2022年 鹿児島公立入試 類似）

1. 磁石が近づく際と遠ざかる際でコ
イルを貫く磁力線の増減が逆になり
、電流の向きが入れ替わるから

2. 磁石がコイルを通過する瞬間に、
磁石のN極とS極が自動的に入れ替わ
る性質を持っているから

3. コイルに流れる電流は、磁石の速
さに比例して常に一定の方向へ流れ
続けようとするから

4. 磁石の移動によってコイル自体の
電気抵抗がゼロになり、プラスとマ
イナスの電気が混ざり合うから

問9 ある電源装置に電熱線Xが1本接続されている回路があります。この電熱線Xに対して、もう1本の電熱線Yを並列に追加して接続した場合、回路
全体の電流と抵抗はどのように変化しますか。正しい説明を選びなさい。 （2018年 大阪公立入試 類似）

1. 回路全体の電流は増加し、回路全
体の抵抗は電熱線Xのみのときよりも
小さくなる

2. 回路全体の電流は減少し、回路全
体の抵抗は電熱線Xのみのときよりも
大きくなる

3. 回路全体の電流は増加し、回路全
体の抵抗も電熱線Xのみのときよりも
大きくなる

4. 回路全体の電流は変化せず、回路
全体の抵抗も変化しない

問10 乾電池、豆電球、スイッチを導線でつないだ直列回路の様子を、電気用図記号を用いて表したものを「回路図」といいます。この回路図を作成
する際の一般的な決まりとして正しいものはどれですか。 （2024年 佐賀公立入試 類似）

1. 導線を表す線は直線で描き、角の
部分は直角に曲げて描く

2. 電気器具のつながり方がわかるよ
う、導線を実際の配置に合わせて曲
線で描く

3. 乾電池や豆電球は、写真のように
立体的な影をつけて描く

4. スイッチが閉じているか開いてい
るかに関わらず、必ず線をつなげて
描く

問11 磁界中で電流が受ける力の向きについて、実験条件を変更した際の変化として正しいものはどれですか。 （2018年 東京公立入試 類似）

1. 電流の向きと磁界の向きを両方と
も反対にすると、力の向きは変わら
ない

2. 電流の向きだけを反対にすると、
力の向きは変わらない

3. 磁界の向きだけを反対にすると、
力の向きは変わらない

4. 電流の向きと磁界の向きを両方と
も反対にすると、力の向きは逆にな
る

問12 電源、スイッチ、電熱線、電流計、電圧計を用いて、電熱線の抵抗を調べる実験装置を組み立てます。このとき、各計器の接続方法を説明した
ものとして最も適切なものはどれですか。 （2022年 静岡公立入試 類似）

1. 電流計は電熱線と同じ一本の道筋
の中に配置し、電圧計は電熱線をま
たぐように枝分かれさせて接続する
。

2. 電圧計は電熱線と同じ一本の道筋
の中に配置し、電流計は電熱線をま
たぐように枝分かれさせて接続する
。

3. 電源から出た導線をまず電流計に
つなぎ、その電流計から出た導線を
電圧計と電熱線に直列に順につなぐ
。

4. 電流計と電圧計をあらかじめ直列
につないだものを、電熱線に対して
並列に接続する。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

20Ω

並列回路では、それぞれの抵抗器に加わる電圧は電源電圧と等しくなるため、どちらの抵抗器
にも3Vの電圧が加わります。オームの法則「抵抗(Ω)＝電圧(V)÷電流(A)」を用いて計算しま
す。電流の単位をミリアンペアからアンペアに直すと、150mAは0.15Aなので、3(V) ÷
0.15(A) ＝ 20(Ω)となります。

問2 答え 1

電流計は電熱線に対して直列につなぎ、電圧

計は電熱線に対して並列につなぐ

電流計は回路を流れる電流を直接測る必要があるため、道筋の一部となるよう直列に接続しま
す。これに対し、電圧計は抵抗の両端にどれだけの電圧がかかっているかを測る必要があるた
め、測りたい対象に対して枝分かれするように並列で接続します。これがオームの法則を正し
く測定するための基本構成です。

問3 答え 1

電力（単位：ワット）

電流が1秒間に消費する電気エネルギーの量は電力と呼ばれ、その単位にはワット（W）が用
いられる。これに対し、消費したエネルギーの総量は電力量と呼ばれ、ジュール（J）などの
単位で区別される。

問4 答え 1

磁石の動きに合わせて、針が左右に交互に振

れる

棒磁石がコイルに近づくときと遠ざかるときでは、コイルを貫く磁力線の変化の向きが逆にな
ります。電磁誘導によって発生する誘導電流の向きは磁力線の変化の向きによって決まるため
、往復運動をさせると電流の向きが交互に入れ替わり、検流計の針は左右に振れることになり
ます。

問5 答え 1

消費電力が小さい器具ほど、同じ電力量を消

費するのに必要な使用時間は長くなる。

電力量は「消費電力 × 使用時間」で表されるため、電力量が一定であれば、消費電力と使用
時間は互いに反比例します。したがって、省エネ性能の高い（消費電力が小さい）器具は、消
費電力が大きい器具と同じエネルギーを使い切るまでに、より長い時間を要することになりま
す。この考え方を利用することで、節電による効果を時間換算して比較することが可能です。

問6 答え 1

3cm離れた地点の方が、磁針の振れる角度が

大きくなる

電流が作る磁界の強さは、導線に近いほど強くなります。方位磁針が磁界から受ける力は、そ
の地点の磁界が強いほど大きくなるため、より導線に近い3cm離れた地点の方が、磁針を動か
そうとする力が強く働き、結果として振れる角度が大きくなります。

問7 答え 1

電圧計は内部抵抗が非常に大きいため、直列

につなぐと回路に電流がほとんど流れなくな

ってしまうから。

電圧計は、測定対象の回路の状態を変えずに電圧（電位差）だけを測るために、内部抵抗が極
めて大きく作られています。もしこれを直列に接続してしまうと、電圧計自体が巨大な壁とな
ってしまい、回路全体の電流を遮断してしまうため、正しい測定ができません。

問8 答え 1

磁石が近づく際と遠ざかる際でコイルを貫く

磁力線の増減が逆になり、電流の向きが入れ

替わるから

電磁誘導によって生じる電流の向きは、磁界の変化を妨げる方向に流れます。磁石が近づくと
きは磁界を強めないように、遠ざかるときは磁界を弱めないように電流が流れるため、必然的
に磁石が通過する前後で電流の向きはプラスとマイナスに入れ替わります。この原理により、
波形は中央のゼロラインをまたぐ形で描かれます。

問9 答え 1

回路全体の電流は増加し、回路全体の抵抗は

電熱線Xのみのときよりも小さくなる

並列回路では、電熱線を増やすごとに電流の通り道が増えることになります。オームの法則に
基づくと、各枝には「電源電圧 ÷ その枝の抵抗」の電流が流れます。回路全体の電流は、既
存の電熱線Xを流れる電流に、新しく加わった電熱線Yを流れる分岐電流が合流した値となる
ため、必ず増加します。回路全体の抵抗は「電源電圧 ÷ 回路全体の電流」で求められるため
、分母となる電流が増加することで、全体の抵抗値はもとの電熱線1本のときよりも必ず小さ
くなります。

問1
0

答え 1

導線を表す線は直線で描き、角の部分は直角

に曲げて描く

回路図は電気用図記号を用いて回路の構成をわかりやすく図式化したものです。ルールとして
、導線は直線で表し、角は直角に曲げて描くことで、回路の構造を整理して示します。実際の
器具の形に似せて描くのではなく、決められた記号を用いるのが特徴です。

問1
1

答え 1

電流の向きと磁界の向きを両方とも反対にす

ると、力の向きは変わらない

フレミングの左手の法則において、電流の向きを逆にすると力の向きは逆になり、磁界の向き
を逆にしても力の向きは逆になります。したがって、両方の向きを同時に反対にした場合は、
逆の逆となり、結果として力の向きは変化しません。これは電流と磁界の相互作用による原理
に基づいています。

問1
2

答え 1

電流計は電熱線と同じ一本の道筋の中に配置

し、電圧計は電熱線をまたぐように枝分かれ

させて接続する。

電流を測定する電流計は、回路を流れる電流をそのまま通す必要があるため、電熱線と同じ道
筋（直列）に配置します。これに対し、電圧を測定する電圧計は、電熱線の前後の電圧の差を
測る役割を持つため、電熱線をまたぐような形（並列）で接続するのが正しい方法です。これ
により、正確な計測が可能になります。


